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第２期深川市まち・ひと・しごと創生総合戦略 

令和６年度実績評価について 
 

本市は、平成２７年度から令和元年度までの５年間を計画期間とする第１期深川市まち・ひと・し

ごと創生総合戦略において、人口減少の克服に向けた対策を継続的に進めてきました。 

こうした第１期の総合戦略で根付いた地方創生の意識や取り組みについて継続していく必要があ

り、さらに人口減少の状況を直視しつつ、SDGs等の時代の潮流も捉えながら地方創生に向けた施策を

総合的かつ計画的に推進するため、法律に基づく「第２期深川市まち・ひと・しごと創生総合戦略」

を令和２年３月に策定しました。 

総合戦略では、計画期間（令和２年度から令和６年度までの５年間）における、各種の施策を着実

に推進するため、定期的に総合戦略の実施状況や効果を検証し、必要に応じて見直しを行うＰＤＣＡ

サイクルを実施するとしています。 

このため、総合戦略に掲げる数値目標、重要業績評価指標（KPI）について、令和６年度実績の評価

を行うものです。 

 

１．ＫＰＩに基づく進捗管理とＰＤＣＡサイクルの実施（総合戦略抜粋） 

 総合戦略は、施策の進捗度を客観的に把握するため、施策ごとにアウトカム指標※1を原則とした重

要業績評価指標（ＫＰＩ）※2を設定しています。 

 総合戦略を着実に推進するため、定期的に総合戦略の実施状況や効果を検証し、必要に応じて見直

しを行うＰＤＣＡサイクル※3を実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※1 アウトカム指標 
政策の実施により結果として市民にどのような便益がもたされたのか（アウトカム）を示す指標。 
※2 重要業績評価指標（ＫＰＩ） 
Key Performance Indicator の略。政策ごとの達成すべき成果目標。 
※3 ＰＤＣＡサイクル 
PLAN（計画）、DO（実施）、CHECK（評価）、ACTION（改善）の４つの視点をプロセスの中に取り
込むことで、プロセスを不断のサイクルとし、継続的な改善を推進するマネジメント手法のこと。 

PLAN（計画） 
深川市まち・ひと・ 
しごと創生総合戦略 

DO（実施） 
計画に基づく 
事業の実施 

ACTION（改善） 
事業の 

見直し・改善 

CHECK（評価） 
目標達成度等 
の評価・検証 

ＰＤＣＡ 

サイクル 
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２．進捗管理体制 

国は、総合戦略の効果検証に際して、外部有識者の参画と地方議会における審議を求めています。 

本市においては、「深川市まち・ひと・しごと創生総合戦略推進協議会」委員を外部有識者と位置付け、

推進協議会の参画を得て効果検証を行います。また、市議会へ検証結果を報告し、審議（決算審査特別

委員会を想定）されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．評価の流れ 

 庁内で実績確認と担当課責任者による評価を行ったうえで、外部有識者の評価を受け、その後、最高

意思決定機関である庁議において審議を行った後、市議会での審議を経て結果を公表します。 

 

 

 

  

 

 

 

４．評価の方法 

別紙の評価シートにより、総合戦略に掲載した数値目標、重要業績評価指標（KPI）における令和６

年度実績の評価を行います。 

 

（庁内） 
①庁内各課 
・実績確認 
・担当課責任者評価 
・今後の方向性検討 
②庁内検討委員会 
・とりまとめ 

外部有識者 
(推進協議会) 
・評価 

市議会 
・審議 
市長 
・結果の公表 

（庁内） 
①庁議 
・審議 

庁内検討委員会 

外部有識者 

（推進協議会） 

庁内各課 

市 長 

市議会 

庁 議 

（庁内） 
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第 2期深川市まち・ひと・しごと創生総合戦略 

 

数値目標及び重要業績評価指標（KPI）の 

実績評価結果 
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１．数値目標及び重要業績評価指標（KPI）

評価　凡例

区分 件数 比率 件数 比率

①実績値が目標値を上回った 28 48.3% 28 48.3%

②実績値が事業開始前より改善した 13 22.4% 13 22.4%

③実績値が目標値、基準値を下回った 15 25.9% 15 25.9%

―（評価なし） 2 3.4% 2 3.4%

計 58 100.0% 58 100.0%

〇令和６年度評価の特徴

２．施策評価
評価　凡例

区分 件数 比率

①継続 48 82.8%

②継続発展 2 3.4%

③見直し 6 10.3%

―（評価なし） 2 3.4%

計 58 100.0%

〇令和６年度評価の特徴

※評価なしとしている項目は、別事業として施策を行ったため評価を行わないものや、事業終了したもの

 本市の総合戦略では「持続可能なまちづくり」、「人口減少に負けない活力あるまちづくり」を取り組
みの基本としていることから、各種施策を持続可能なものとするために継続性を重視することなどから、
ほぼ全ての施策は「継続する」こととしています。

第２期総合戦略 令和６年度評価結果集計表

担当課評価 有識者評価

※評価なしとしている項目は、別事業として施策を行ったため評価を行わないものや、事業終了したも
の、R6に事業実施していないもの

　計画期間を令和６年度までの５年間とする第２期総合戦略の最終年度にあたる令和６年度においては、
７割以上の施策で事業開始前を上回る成果をあげており、順調に計画を遂行できたと考えられます。

担当課評価
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▼第２期総合戦略における基本目標ごとのR6達成度
 　 ※割合の大きなもの上位２つの中から特徴的な事例を抜粋し記載しています。

①実績値が目標値を上回った　　　②実績値が基準値より改善した
③実績値が目標値、基準値を下回った

基
本
目
標
１

産業を育て、活き活きと働くことができるようにする
① 実績値が目標値を上回った　　12/21項目（57.1%)

◇有害鳥獣捕獲頭数（エゾシカ、アライグマ）
　野生動物の集落への出没が多く、効果的に猟銃による駆除ができたため、目標値を達成できた

◇市外物産イベントにおける出店回数
　米の需要拡大を受け、様々地域でイベントを実施し、目標値を大幅に超えることができた

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

③ 実績値が目標値、基準値を下回った　　6/21項目（28.6%)

◇新規農業従事者数
　農業者それぞれの経営状況や後継者の有無等により左右されるため、結果的に目標値を達成できな
かった

◇ふかがわシードル等果実酒の製造数量
　原料確保が困難となり、目標数量を確保することが出来なかった

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

① 実績値が目標値を上回った　　5/11項目（45.5%)

基
本
目
標
４

住み続けたいまち、そして誇りをもてるまちをつくる

基
本
目
標
２

本市の魅力を発信し、ひとを呼び込む

① 実績値が目標値を上回った　　8/18項目（44.4%)

◇持ち家住宅新築件数
　住宅助成事業等の活用により、目標値に達することができた

◇人材育成事業を活用した研修等の参加者数
　研修や交流事業などの参加者を対象に助成を行った結果、目標を達成した

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

② 実績値が事業開始前より改善した　　5/18項目（27.8%)

② 実績値が事業開始前より改善した　　4/11項目（36.4%)

◇移住件数
　道外の各種移住相談会への出展のほか、オンラインセミナーを開催し移住希望者との接点を増やす取り
組み等に注力した結果、目標値を達成した

◇実業団や大学等のスポーツ合宿の延宿泊数
　継続的な誘致活動と受け入れ対応により、リピーターの合宿チーム確保や新規の合宿チーム獲得に繋
がり、2年連続で目標値を達成した

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

◇観光客入込数
◇道の駅ライスランドふかがわの来館者数
　全国的に人の動きが活発化し、観光客が分散したことに伴い、目標値に達しなかった

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

◇市立病院に勤務する常勤医師数
　旭川医科大学から整形外科はR4、皮膚科はR6より常勤医師の派遣を受けることができた
　常勤医師派遣が難しい診療科においては出張医による外来診療を継続する

◇介護予防ふれあいサロンの参加率
　目標値を下回っているが、経年でみると年々増加傾向にある
　今後もサロンの立ち上げ支援や伴走・後方支援を継続していく
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

基
本
目
標
３

結婚・出産・子育ての希望をかなえる
① 実績値が目標値を上回った　　3/8項目（37.5%)

◇保健師による新生児訪問率
　妊娠時からの切れ目ない支援によって、子育て支援の充実に繋がっていると考えられる

◇保育所保育料の助成割合
　有効に機能しているものと考えられる
　子育て支援等に引き続き取り組み、数値の向上を目指す

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

③ 実績値が目標値、基準値を下回った　　3/8項目（37.5%)

◇婚姻件数
　結婚新生活支援助成を実施したが、目標値には達成しなかった
　出会いの創出に係る事業の実施を検討する

◇合計特出生率　（KPI）
　複合的な要因のよるため達成状況の判断は困難
　引き続き子育て支援の取り組みを行う
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

57.1%

9.5%

28.6%

4.8%

① ② ③ 評価なし

45.5%

36.4%

9.1%

9.1%

① ② ③ 評価なし

37.5%

25.0%

37.5%

① ② ③ 評価なし

44.4%

27.8%

27.8%

① ② ③ 評価なし
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第
2
期
深
川
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
　
令
和
６
年
度
実
績
評
価
一
覧
（
数
値
目
標
・
Ｋ
Ｐ
Ｉ）

基
本
目
標
１
　
産
業
を
育
て
、
活
き
活
き
と
働
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る

基
準
値

R
6
実
績
値

R
6目
標
値

評
価

評
価
の
視
点

主
要
作
物
作
付
面
積

水
稲

5,
24
4h
a

4,
90
2h
a

5,
56
0h
a

主
要
作
物
作
付
面
積

小
麦

6
87
ha

96
5h
a

85
0h
a

主
要
作
物
作
付
面
積

大
豆

4
67
ha

68
4h
a

42
0h
a

主
要
作
物
作
付
面
積

そ
ば

2,
47
1h
a

2,
30
3h
a

2,
16
0h
a

広
里
工
業
団
地
内

企
業
の
雇
用
者
数

3
64
人

39
2人

39
0人

①
企
業
誘
致
に
関
す
る
継
続
的
な

取
り
組
み
に
よ
り
、
目
標
値
に

達
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

特
に
な
し

継
続

雇
用
機
会
の
創
出
等
に
繋
が
る

こ
と
が
重
要
と
判
断
し
た
た
め
、

事
業
を
継
続
し
て
い
く
。
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評
価

評
価
の
視
点

（
1）
本
市
を
支
え
る
農
業
等
の
維
持
発
展

基
準
値

R
6
実
績
値

R
6目
標
値

8
7

9

基
準
値

R
6
実
績
値

R
6目
標
値

30
,4
10

22
,4
2
7

30
,9
40

基
準
値

R
6
実
績
値

R
6目
標
値

2,
82
2

4,
42
0

3
,4
6
0

基
準
値

R
6
実
績
値

R
6目
標
値

1,
20
6

1,
88
4

1
,0
6
0

基
準
値

R
6
実
績
値

R
6目
標
値

1,
25
8

89
9

1
,4
6
0

基
準
値

R
6
実
績
値

R
6目
標
値

6
.8

10
7

基
準
値

R
6
実
績
値

R
6目
標
値

90
10
4

1
32

継
続

継
続

特
に
な
し

施
策
名

水
稲
に
つ
い
て
は
「生
産
の
目

安
」の
推
進
に
取
り
組
む
た
め
、

目
標
値
を
達
成
で
き
な
か
っ
た

が
、
そ
れ
以
外
は
目
標
値
を
達

成
で
き
た
。

特
に
な
し

農
産
物
生
産
量
　
大
豆
（t
）

市
有
林
に
つ
い
て
は
、
計
画
的

に
間
伐
を
実
施
し
目
標
値
を
達

成
で
き
た
が
、
民
有
林
は
被
害

地
造
林
等
の
発
生
に
よ
り
目
標

値
を
達
成
で
き
な
か
っ
た
。

5
⃣

重
要
業
績
評
価
指
標

（K
P
I）

民
有
林
の
整
備
面
積
（h
a/
年
）

特
に
な
し

農
産
物
生
産
量
　
水
稲
（t
）

①
多
様
な
人
材
の
確
保
及
び
農
地

の
集
積
・集
約
化

新
規
農
業
従
事
者
数
（後
継
者
含
む
、
人
）

農
業
者
そ
れ
ぞ
れ
の
経
営
状

況
や
後
継
者
の
有
無
等
に
よ
り

左
右
さ
れ
る
た
め
、
結
果
的
に

目
標
値
を
達
成
で
き
な
か
っ

た
。

特
に
な
し

農
産
物
生
産
量
　
そ
ば
（
t）

継
続

継
続

継
続

施
策
評
価
（案
）

③
森
林
の
適
正
管
理
と
林
業
従
事

者
の
育
成
確
保

市
有
林
の
整
備
面
積
（h
a/
年
）

特
に
な
し

継
続

農
産
物
生
産
量
　
小
麦
（t
）

今
後
の
改
善
点
等

施
策
評
価
（案
）

1
⃣

3
⃣

4
⃣

今
後
の
改
善
点
等

重
要
業
績
評
価
指
標

（K
P
I）

森
林
の
も
つ
多
面
的
機
能
の
維

持
・増
進
を
図
る
た
め
施
策
を

継
続
し
て
い
く
。

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
、
減
少

下
に
お
い
て
、
新
規
就
農
者
を

は
じ
め
多
様
な
人
材
を
確
保
す

る
こ
と
は
、
農
業
農
村
の
維
持

の
た
め
重
要
な
取
り
組
み
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
事
業
を
継
続
し
て

い
く
。

②
営
農
条
件
の
積
極
的
な
改
善
と

所
得
の
確
保

2
⃣

水
稲
は
「生
産
の
目
安
」の
推

進
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
主
要
作
物
作
付
維
持
は

図
ら
れ
て
お
り
、
施
策
を
継
続
し

て
い
く
。

総
合
戦
略

頁
数11

③ ③ ① ① ③ ① ②

水
稲
に
つ
い
て
は
「生
産
の
目

安
」の
推
進
に
取
り
組
む
た
め
、

ま
た
、
そ
ば
に
つ
い
て
は
単
収

が
良
く
な
か
っ
た
た
め
、
目
標
値

を
達
成
で
き
な
か
っ
た
が
、
小

麦
・大
豆
は
目
標
値
を
達
成
で

き
た
。

③

K
P
I目
標
値
の
達
成
状
況

K
P
I目
標
値
の
達
成
状
況

継
続

水
稲
は
「生
産
の
目
安
」の
推

進
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
主
要
作
物
生
産
維
持
は

図
ら
れ
て
お
り
、
施
策
を
継
続
し

て
い
く
。

継
続

総
合
戦
略

頁
数 12 13 13 13

　
※
達
成
状
況
　
：
　
①
実
績
値
が
目
標
値
を
上
回
っ
た
　
　
　
②
実
績
値
が
基
準
値
よ
り
改
善
し
た
　
　
　
③
実
績
値
が
目
標
値
、
基
準
値
を
下
回
っ
た

6



第
2
期
深
川
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
　
令
和
６
年
度
実
績
評
価
一
覧
（
数
値
目
標
・
Ｋ
Ｐ
Ｉ）

評
価

評
価
の
視
点

基
準
値

R
6
実
績
値

R
6目
標
値

14
6

42
6

2
40

基
準
値

R
6
実
績
値

R
6目
標
値

83
70
8

1
40

（
2）
地
域
資
源
を
活
か
し
た
も
の
づ
く
り
産
業
の
振
興

基
準
値

R
6
実
績
値

R
6目
標
値

10
,0
00

4,
72
0

12
,7
00

基
準
値

R
6
実
績
値

R
6目
標
値

2
5

5

基
準
値

R
6
実
績
値

R
6目
標
値

15
-

20

基
準
値

R
6
実
績
値

R
6目
標
値

4,
74
6

11
,8
6
6

22
,4
15

基
準
値

R
6
実
績
値

R
6目
標
値

13
31

18

基
準
値

R
6
実
績
値

R
6目
標
値

52
1,
05
2

66

（
3）
企
業
の
経
営
体
質
強
化
と
商
店
街
づ
く
り 基
準
値

R
6
実
績
値

R
6目
標
値

0
1

1

（
4）
企
業
誘
致
の
推
進

基
準
値

R
6
実
績
値

R
6目
標
値

1社
4

5年
間
累
計

3社

継
続

雇
用
機
会
の
創
出
等
に
繋
が
る

こ
と
が
重
要
と
判
断
し
た
た
め
、

事
業
を
継
続
し
て
い
く
。

海
外
販
路
の
開
拓
、
輸
出
拡
大

は
必
要
な
取
り
組
み
で
あ
る

が
、
国
内
の
動
向
を
注
視
し
な

が
ら
施
策
を
推
進
し
て
い
く
。

① ①

創
業
支
援
に
関
す
る
体
制
整
備

を
行
っ
て
い
る
た
め
、
目
標
値

に
達
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

特
に
な
し

○
企
業
誘
致
の
推
進

市
の
支
援
に
よ
り
工
場
等
を
新
設
及
び

増
設
し
た
企
業
数

工
場
新
設
に
よ
り
目
標
値
に
達

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

特
に
な
し

③
地
場
産
品
の
海
外
販
路
の
開
拓

コ
メ
海
外
輸
出
量
（
t）

過
去
２
年
と
比
べ
減
少
し
た
が
、

ア
ジ
ア
圏
へ
の
輸
出
が
定
着
し

て
お
り
、
目
標
値
を
達
成
で
き

た
。

特
に
な
し

継
続

○
商
業
・サ
ー
ビ
ス
業
の
振
興
と
中

心
市
街
地
の
活
性
化

創
業
支
援
事
業
者
件
数
（件
/年
）

②
深
川
名
物
の
普
及
促
進

市
外
物
産
イ
ベ
ン
ト
に
お
け
る

出
店
回
数
（回
/年
）

米
の
需
要
拡
大
を
受
け
、
様
々

地
域
で
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
、
目

標
値
を
大
幅
に
超
え
る
こ
と
が

で
き
た
。

計
画
改
訂
に
向
け
成
果
指
標
を

検
討
し
て
い
く
。

継
続

発
展

地
域
資
源
を
有
効
活
用
す
る
こ

と
が
重
要
と
判
断
し
、
事
業
を
継

続
し
て
い
く
。

深
川
ポ
ー
ク
加
工
品
の
販
売
額
（千
円
）

道
内
外
で
の
イ
ベ
ン
ト
出
店
な

ど
、
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
を
推
進
し
た

が
、
目
標
値
を
達
成
で
き
な

か
っ
た
。

特
に
な
し

継
続

引
き
続
き
販
路
・販
売
の
拡
大

に
努
め
る
と
と
も
に
、
新
た
な
販

路
開
拓
・商
品
開
発
を
推
進
す

る
。

①
地
域
資
源
の
活
用

深
川
シ
ー
ド
ル
等
果
実
酒
の
製
造
数
量

（ℓ
）

原
料
確
保
が
困
難
と
な
り
、
目

標
数
量
を
確
保
す
る
こ
と
が
出

来
な
か
っ
た
。

原
料
の
確
保
に
尽
力
す
る
。

有
害
鳥
獣
捕
獲
頭
数
（エ
ゾ
シ
カ
、
頭
/年
）

特
に
な
し

有
害
鳥
獣
捕
獲
頭
数

（ア
ラ
イ
グ
マ
、
頭
/年
）

特
に
な
し

野
生
動
物
の
集
落
へ
の
出
没

が
多
く
、
効
果
的
に
猟
銃
に
よ

る
駆
除
が
で
き
た
た
め
、
目
標

値
を
達
成
で
き
た
。

施
策
名

重
要
業
績
評
価
指
標

（K
P
I）

K
P
I目
標
値
の
達
成
状
況

今
後
の
改
善
点
等

地
場
産
農
産
物
の
給
食
食
材

利
用
品
目
数
（品
目
）

地
域
資
源
を
活
用
し
た

特
産
品
開
発
件
数
（
件
）

市
内
事
業
者
に
よ
る
意
欲
的
な

取
り
組
み
に
よ
っ
て
目
標
を
達

成
で
き
た
。

特
に
な
し

継
続

個
体
数
の
増
加
を
防
ぐ
必
要
が

あ
る
た
め
、
施
策
を
継
続
し
て
い

く
。

④
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
業
被
害
へ

の
防
止

15 15 15 15 15 16 16 17

施
策
評
価
（案
）

地
域
資
源
を
有
効
活
用
す
る
こ

と
が
重
要
と
判
断
し
、
事
業
を
継

続
し
て
い
く
。

13

総
合
戦
略

頁
数

① ① ③ ① - ② ① ①

継
続

継
続

継
続

地
域
資
源
を
有
効
活
用
す
る
こ

と
が
重
要
と
判
断
し
、
事
業
を
継

続
し
て
い
く
。

継
続

商
業
振
興
等
の
た
め
に
は
創
業

支
援
を
行
う
こ
と
が
重
要
と
判

断
し
た
た
め
、
事
業
を
継
続
し
て

い
く
。

13

　
※
達
成
状
況
　
：
　
①
実
績
値
が
目
標
値
を
上
回
っ
た
　
　
　
②
実
績
値
が
基
準
値
よ
り
改
善
し
た
　
　
　
③
実
績
値
が
目
標
値
、
基
準
値
を
下
回
っ
た

7



第
2
期
深
川
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
　
令
和
６
年
度
実
績
評
価
一
覧
（
数
値
目
標
・
Ｋ
Ｐ
Ｉ）

評
価

評
価
の
視
点

（
5）
労
働
力
の
確
保

基
準
値

R
6
実
績
値

R
6目
標
値

8
4

8

基
準
値

R
6
実
績
値

R
6目
標
値

2
10

2

育
児
休
業
取
得
支
援
助
成
金
の

申
請
件
数
（件
/年
）

育
児
休
業
を
取
得
さ
せ
る
企
業

が
増
加
傾
向
に
あ
り
目
標
値
を

大
幅
に
超
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
特
に
な
し

見
直
し
育
児
休
業
取
得
率
の
向
上
な
ど

一
定
の
役
割
を
果
た
し
た
た
め

見
直
し
を
行
う
。

○
雇
用
の
安
定
と
創
出

若
年
者
等
雇
用
拡
大
奨
励
金
の

申
請
件
数
（件
/年
）

人
手
不
足
の
情
勢
に
よ
り
目
標

値
を
上
回
る
こ
と
が
出
来
な

か
っ
た
。

特
に
な
し

見
直
し
雇
用
機
会
の
創
出
な
ど
一
定
の

役
割
を
果
た
し
た
た
め
見
直
し

を
行
う
。

③ ①

18

18
、
29

施
策
名

重
要
業
績
評
価
指
標

（K
P
I）

K
P
I目
標
値
の
達
成
状
況

今
後
の
改
善
点
等

施
策
評
価
（案
）

総
合
戦
略

頁
数

　
※
達
成
状
況
　
：
　
①
実
績
値
が
目
標
値
を
上
回
っ
た
　
　
　
②
実
績
値
が
基
準
値
よ
り
改
善
し
た
　
　
　
③
実
績
値
が
目
標
値
、
基
準
値
を
下
回
っ
た

8



第
2
期
深
川
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
　
令
和
６
年
度
実
績
評
価
一
覧
（
数
値
目
標
・
Ｋ
Ｐ
Ｉ）

基
本
目
標
２
　
本
市
の
魅
力
を
発
信
し
、
ひ
と
を
呼
び
込
む

基
準
値

R
6
実
績
値

R
6目
標
値

評
価

評
価
の
視
点

観
光
客
入
込
数

年
1
13
万
人

年
1
20
万
人

年
12
2万
人

②

全
国
的
に
人
の
動
き
が
活
発
化

し
、
観
光
客
が
分
散
し
た
こ
と
に

伴
い
、
僅
か
に
目
標
値
に
達
し

な
か
っ
た
。

特
に
な
し

継
続

観
光
振
興
を
通
じ
た
地
域
経
済

活
性
化
を
図
る
た
め
、
引
き
続

き
目
標
値
達
成
に
向
け
て
事
業

を
継
続
す
る
。

19

移
住
件
数

年
6件

年
30
件

年
15
件

①

道
外
の
各
種
移
住
相
談
会
へ

の
出
展
の
ほ
か
、
オ
ン
ラ
イ
ン
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
移
住
希
望
者

と
の
接
点
を
増
や
す
取
り
組
み

等
に
注
力
し
た
結
果
、
目
標
値

を
達
成
し
た
。

特
に
な
し

継
続

移
住
・定
住
に
よ
り
市
外
か
ら
ひ

と
を
呼
び
込
む
取
り
組
み
は
重

要
と
判
断
し
、
事
業
を
継
続
し
て

い
く
。

19

評
価

評
価
の
視
点

（
1）
移
住
・定
住
の
推
進

基
準
値

R
6
実
績
値

R
6目
標
値

97
25
5

1
30

基
準
値

R
6
実
績
値

R
6目
標
値

年
1人

年
7
人

5年
間
累
計

5人

（
2）
関
係
人
口
の
創
出
・
拡
大

基
準
値

R
6
実
績
値

R
6目
標
値

1
33
,5
44

14
3,
79
9

14
0,
00
0

（1
01
,4
67
）

（1
12
,3
56
）

（1
06
,5
00
）

基
準
値

R
6
実
績
値

R
6目
標
値

4
4

24

基
準
値

R
6
実
績
値

R
6目
標
値

1,
09
0

-
現
状
維
持

重
要
業
績
評
価
指
標

（K
P
I）

今
後
の
改
善
点
等

施
策
評
価
（案
）

6
⃣

7
⃣

施
策
名

重
要
業
績
評
価
指
標

（K
P
I）

今
後
の
改
善
点
等

施
策
評
価
（案
）

〇
移
住
・定
住
の
推
進

移
住
相
談
受
付
件
数

（移
住
相
談
会
分
含
む
、
件
/年
）

道
外
の
各
種
移
住
相
談
会
へ

の
出
展
の
ほ
か
、
オ
ン
ラ
イ
ン
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
移
住
希
望
者

と
の
接
点
を
増
や
す
取
り
組
み

等
に
注
力
し
た
結
果
、
目
標
値

を
達
成
し
た
。

移
住
相
談
受
付
件
数
は
イ
ベ
ン

ト
の
規
模
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
数
値
目
標
を
相
談
会

等
参
加
件
数
に
改
め
る
。

見
直
し

移
住
・定
住
に
よ
り
市
外
か
ら
ひ

と
を
呼
び
込
む
取
り
組
み
は
重

要
と
判
断
し
、
事
業
を
継
続
し
て

い
く
。
ま
た
、
左
記
の
と
お
り
数

値
目
標
を
改
め
る
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
新
規
任
用
者
数

当
市
や
移
住
関
連
の
H
P
等
に

協
力
隊
の
募
集
情
報
を
掲
載
し

P
R
を
行
っ
た
結
果
、
目
標
値
を

達
成
し
た
。

協
力
隊
の
任
期
終
了
後
、
地
域

に
根
付
く
人
材
の
確
保
が
課
題

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
数
値
目
標
を

定
住
率
に
改
め
る
。

見
直
し

移
住
・定
住
の
ほ
か
地
域
の
活

性
化
に
資
す
る
重
要
な
取
り
組

み
と
判
断
し
、
事
業
を
継
続
し
て

い
く
。
ま
た
、
左
記
の
と
お
り
数

値
目
標
を
改
め
る
。

① ①

○
関
係
人
口
の
創
出
・拡
大

都
市
農
村
交
流
セ
ン
タ
ー
の
利
用
者
数

（う
ち
浴
場
利
用
者
数
、
人
/年
）

地
元
農
産
物
を
使
用
し
た
加
工

体
験
や
「ま
あ
ぶ
フ
ェ
ス
タ
」等

各
種
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
に
よ
り
、

目
標
値
を
超
え
る
こ
と
が
出
来

た
。

特
に
な
し

継
続

関
係
人
口
の
創
出
・拡
大
に
関

す
る
取
り
組
み
の
重
要
性
が
増

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
継

続
事
業
と
し
て
い
く
。

①

地
域
情
報
を
提
供
し
た
ふ
る
さ
と
会
、

同
窓
会
等
の
団
体
数
（団
体
/年
）

ふ
る
さ
と
会
を
中
心
に
地
域
の

情
報
提
供
を
行
っ
た
が
、
同
窓

会
応
援
事
業
の
休
止
等
も
あ

り
、
当
初
設
定
し
た
目
標
値
に

達
し
な
か
っ
た
。

目
標
値
を
実
績
に
基
づ
き
修
正

す
る
。

継
続

ふ
る
さ
と
会
等
と
の
交
流
機
会

の
充
実
は
、
関
係
人
口
の
創

出
・拡
大
に
関
わ
る
重
要
な
取

り
組
み
と
判
断
し
、
事
業
を
継
続

し
て
い
く
。

②

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
者
に
対
す
る

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
送
信
件
数
（
件
/年
）

制
度
改
正
に
伴
い
廃
止

-

総
合
戦
略

頁
数

総
合
戦
略

頁
数 20 20 21 21 21

K
P
I目
標
値
の
達
成
状
況

K
P
I目
標
値
の
達
成
状
況

　
※
達
成
状
況
　
：
　
①
実
績
値
が
目
標
値
を
上
回
っ
た
　
　
　
②
実
績
値
が
基
準
値
よ
り
改
善
し
た
　
　
　
③
実
績
値
が
目
標
値
、
基
準
値
を
下
回
っ
た

9



第
2
期
深
川
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
　
令
和
６
年
度
実
績
評
価
一
覧
（
数
値
目
標
・
Ｋ
Ｐ
Ｉ）

評
価

評
価
の
視
点

基
準
値

R
6
実
績
値

R
6目
標
値

0
0

5

（
3）
観
光
・ス
ポ
ー
ツ
・文
化
な
ど
を
通
じ
た
交
流
人
口
等
の
拡
大

基
準
値

R
6
実
績
値

R
6目
標
値

91
.1

92
1
00

基
準
値

R
6
実
績
値

R
6目
標
値

10
,3
50

14
,6
2
7

11
,0
00

（
4）
高
校
・大
学
等
と
の
連
携

基
準
値

R
6
実
績
値

R
6目
標
値

入
学
者
の

63
%

入
学
者
の

56
%

入
学
者
の

67
%

○
関
係
人
口
の
創
出
・拡
大

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
体
験
事
業
受
入
件
数

（件
/年
）

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
体
験
事
業
は

未
実
施
の
た
め
、
目
標
値
を
達

成
し
な
か
っ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
後
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
需
要
な
ど
、
状
況
を
見
極
め

て
対
応
す
る
。

見
直
し

コ
ロ
ナ
禍
後
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
需
要
が
低
い
状
況
で
あ
る
と

判
断
し
、
目
標
設
定
を
見
直

す
。

②

①
観
光
資
源
の
開
発
整
備
と
交
流

の
促
進

道
の
駅
ラ
イ
ス
ラ
ン
ド
ふ
か
が
わ
の

来
館
者
数
（万
人
/年
）

全
国
的
に
人
の
動
き
が
活
発
化

し
、
観
光
客
が
分
散
し
た
こ
と
に

伴
い
、
目
標
値
に
達
し
な
か
っ

た
。

特
に
な
し

継
続

観
光
振
興
を
通
じ
た
地
域
経
済

活
性
化
を
図
る
た
め
、
引
き
続

き
目
標
値
達
成
に
向
け
て
事
業

を
継
続
す
る
。

②

②
ス
ポ
ー
ツ
・文
化
・芸
術
を
核
と

し
た
交
流
の
推
進

実
業
団
や
大
学
等
の
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
の

延
べ
宿
泊
数
（泊
/年
）

継
続
的
な
誘
致
活
動
と
受
け
入

れ
対
応
に
よ
り
、
リ
ピ
ー
タ
ー
の

合
宿
チ
ー
ム
確
保
や
新
規
の
合

宿
チ
ー
ム
獲
得
に
繋
が
り
、
2年

連
続
で
目
標
値
を
達
成
し
た
。

実
績
増
に
向
け
て
冬
期
間
の
合

宿
チ
ー
ム
確
保
が
課
題
で
あ

り
、
継
続
的
な
P
R
が
必
要
。

継
続

市
の
知
名
度
向
上
や
交
流
人

口
・関
係
人
口
施
策
と
し
て
効

果
的
な
事
業
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

実
績
増
を
目
指
し
て
取
り
組
み

を
継
続
す
る
。

①

○
高
校
・大
学
等
と
の
連
携
強
化

拓
殖
大
学
北
海
道
短
期
大
学
１
年
生
の

新
規
市
内
居
住
者

入
学
予
定
者
に
対
し
て
自
立
生

活
助
成
金
の
情
報
提
供
を
行
っ

た
が
、
目
標
値
を
達
成
し
な

か
っ
た
。

R
8年
度
か
ら
学
生
募
集
停
止
と

な
る
た
め
、
目
標
設
定
を
見
直

す
。

見
直
し
R
8年
度
か
ら
学
生
募
集
停
止
と

な
る
た
め
、
目
標
設
定
を
見
直

す
。

24
③

21 22 23

総
合
戦
略

頁
数

施
策
評
価
（案
）

今
後
の
改
善
点
等

K
P
I目
標
値
の
達
成
状
況

重
要
業
績
評
価
指
標

（K
P
I）

施
策
名

　
※
達
成
状
況
　
：
　
①
実
績
値
が
目
標
値
を
上
回
っ
た
　
　
　
②
実
績
値
が
基
準
値
よ
り
改
善
し
た
　
　
　
③
実
績
値
が
目
標
値
、
基
準
値
を
下
回
っ
た

10



第
2
期
深
川
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
　
令
和
６
年
度
実
績
評
価
一
覧
（
数
値
目
標
・
Ｋ
Ｐ
Ｉ）

基
本
目
標
３
　
結
婚
・出
産
・子
育
て
の
希
望
を
か
な
え
る

基
準
値

R
6
実
績
値

R
6目
標
値

評
価

評
価
の
視
点

合
計
特
殊
出
生
率

1.
20

1
.1
6

1.
50

③
結
婚
・出
産
・子
育
て
に
関
す
る

各
種
施
策
を
実
施
し
た
が
、
目

標
値
に
は
達
し
な
か
っ
た
。

引
き
続
き
子
育
て
支
援
等
の
取

り
組
み
を
行
う
。

継
続

各
種
関
係
事
業
を
継
続
し
、
目

標
達
成
を
図
る
。

25

評
価

評
価
の
視
点

（
1）
男
女
の
出
会
い
を
つ
く
る

基
準
値

R
6
実
績
値

R
6目
標
値

年
52
件

5年
間
累
計

22
7件

5年
間
累
計

26
0件

（
2）
子
育
て
支
援
の
充
実

基
準
値

R
6
実
績
値

R
6目
標
値

10
0

10
0

1
00

基
準
値

R
6
実
績
値

R
6目
標
値

1.
20

1
.1
6

1.
50

基
準
値

R
6
実
績
値

R
6目
標
値

40
.7

6
7.
7

継
続

基
準
値

R
6
実
績
値

R
6目
標
値

98
.7

9
8.
9

1
00

基
準
値

R
6
実
績
値

R
6目
標
値

な
し

な
し

継
続

（
3）
小
児
医
療
及
び
周
産
期
医
療
の
提
供
体
制
等
の
確
保

基
準
値

R
6
実
績
値

R
6目
標
値

小
児
科
0人

小
児
科
1人

小
児
科
2人

産
婦
人
科

0人
産
婦
人
科

0人
産
婦
人
科

1人

重
要
業
績
評
価
指
標

（K
P
I）

今
後
の
改
善
点
等

施
策
評
価
（案
）

8
⃣

施
策
名

重
要
業
績
評
価
指
標

（K
P
I）

今
後
の
改
善
点
等

施
策
評
価
（案
）

○
出
会
い
の
創
出

婚
姻
件
数

結
婚
新
生
活
支
援
助
成
を
実
施

し
た
が
、
目
標
値
に
は
達
成
し

な
か
っ
た
。

出
会
い
の
創
出
に
係
る
事
業
の

実
施
を
検
討
す
る
。

継
続

人
口
減
少
下
に
お
い
て
、
出
会

い
を
創
出
し
婚
姻
に
つ
な
げ
る

重
要
な
取
組
み
と
判
断
し
、
事

業
を
継
続
し
て
い
く
。

25
③

①
妊
娠
・出
産
ま
で
の
支
援

保
健
師
に
よ
る
新
生
児
訪
問
率
（
%）

妊
娠
時
か
ら
の
切
れ
目
な
い
支

援
に
よ
っ
て
、
子
育
て
支
援
の

充
実
に
繋
が
っ
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。

特
に
な
し

継
続

今
後
も
安
心
し
て
育
児
が
で
き

る
環
境
に
繋
が
る
重
要
な
取
組

と
判
断
し
、
事
業
を
継
続
し
て
い

く
。

26
①

合
計
特
殊
出
生
率

結
婚
・出
産
・子
育
て
に
関
す
る

各
種
施
策
を
実
施
し
た
が
、
目

標
値
に
は
達
し
な
か
っ
た
。

引
き
続
き
子
育
て
支
援
等
の
取

り
組
み
を
行
う
。

継
続

各
種
関
係
事
業
を
継
続
し
、
目

標
達
成
を
図
る
。

26
③

②
子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担
の

軽
減

保
育
所
保
育
料
の
助
成
割
合
（%
）

有
効
に
機
能
し
て
い
る
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

子
育
て
支
援
等
に
引
き
続
き
取

り
組
み
、
数
値
の
向
上
を
目
指

す
継
続

実
績
や
効
果
を
維
持
す
る
た

め
、
事
業
継
続
の
み
な
ら
ず
事

業
検
討
を
図
る
。

27
①

③
子
育
て
支
援
体
制
・環
境
の
整

備
乳
幼
児
健
康
診
査
及
び
1歳
6カ
月
・

3歳
児
健
康
診
査
の
受
診
率
（
%）

目
標
値
を
若
干
下
回
っ
た
が
、

概
ね
達
す
る
こ
と
が
で
き
、
安
心

し
た
子
育
て
支
援
体
制
づ
く
り
に

繋
が
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

特
に
な
し

継
続

健
康
診
査
を
通
し
て
子
育
て
支

援
体
制
・環
境
の
整
備
を
行
う
こ

と
が
、
重
要
取
組
に
繋
が
っ
て

い
る
と
判
断
し
、
事
業
を
継
続
し

て
い
く
。

27
②

待
機
児
童

施
設
面
で
は
目
標
達
成
が
可

能
な
状
況
。

保
育
士
等
の
安
定
確
保
が
必

要
。

継
続

引
き
続
き
、
保
育
士
等
の
人
材

確
保
に
努
め
る
。

27
①

○
小
児
科
お
よ
び
産
婦
人
科
常
勤

医
師
の
確
保
等

市
立
病
院
に
勤
務
す
る
小
児
科
お
よ
び

産
婦
人
科
常
勤
医
師
数

小
児
科
医
は
R
2に
旭
川
医
科

大
学
小
児
科
医
局
か
ら
常
勤
医

師
派
遣
を
受
け
、
継
続
任
用
で

き
た
。
産
婦
人
科
医
師
は
、
医

師
数
減
少
や
３
次
医
療
圏
の
周

産
期
セ
ン
タ
ー
等
へ
の
集
約
化

も
あ
り
常
勤
医
師
獲
得
が
難
し

い
状
況
。

引
き
続
き
、
道
内
医
育
大
学
等

へ
の
常
勤
医
師
派
遣
に
要
請
を

行
う
。

継
続

北
海
道
地
域
医
療
構
想
に
お
け

る
医
療
体
制
整
備
の
考
え
方
や

市
立
病
院
の
経
営
状
況
等
を
勘

案
し
な
が
ら
よ
り
適
切
な
地
域

医
療
提
供
体
制
を
構
築
す
る
。

28
、
35

②

総
合
戦
略

頁
数

総
合
戦
略

頁
数

K
P
I目
標
値
の
達
成
状
況

K
P
I目
標
値
の
達
成
状
況

　
※
達
成
状
況
　
：
　
①
実
績
値
が
目
標
値
を
上
回
っ
た
　
　
　
②
実
績
値
が
基
準
値
よ
り
改
善
し
た
　
　
　
③
実
績
値
が
目
標
値
、
基
準
値
を
下
回
っ
た

11



第
2
期
深
川
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
　
令
和
６
年
度
実
績
評
価
一
覧
（
数
値
目
標
・
Ｋ
Ｐ
Ｉ）

評
価

評
価
の
視
点

（
4）
仕
事
と
子
育
て
を
両
立
で
き
る
環
境
づ
く
り 基
準
値

R
6
実
績
値

R
6目
標
値

2
10

2

○
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
支
援

育
児
休
業
取
得
支
援
助
成
金
の

申
請
件
数
（再
掲
、
件
/
年
）

育
児
休
業
を
取
得
さ
せ
る
企
業

が
増
加
傾
向
に
あ
り
目
標
値
を

大
幅
に
超
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
特
に
な
し

育
児
休
業
取
得
率
の
向
上
な
ど

一
定
の
役
割
を
果
た
し
た
た
め

見
直
し
を
行
う
。

見
直
し

18
、
29

①

施
策
名

重
要
業
績
評
価
指
標

（K
P
I）

K
P
I目
標
値
の
達
成
状
況

今
後
の
改
善
点
等

施
策
評
価
（案
）

総
合
戦
略

頁
数

　
※
達
成
状
況
　
：
　
①
実
績
値
が
目
標
値
を
上
回
っ
た
　
　
　
②
実
績
値
が
基
準
値
よ
り
改
善
し
た
　
　
　
③
実
績
値
が
目
標
値
、
基
準
値
を
下
回
っ
た

12



第
2
期
深
川
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
　
令
和
６
年
度
実
績
評
価
一
覧
（
数
値
目
標
・
Ｋ
Ｐ
Ｉ）

基
本
目
標
４
　
住
み
続
け
た
い
ま
ち
、
そ
し
て
誇
り
を
も
て
る
ま
ち
を
つ
く
る

基
準
値

R
6
実
績
値

R
6目
標
値

評
価

評
価
の
視
点

住
み
よ
い
ま
ち
と
感
じ
て
い
る
人

の
割
合

58
.7
%

44
.1
%

70
.0
%
③

ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
項
目
を
追

加
し
た
結
果
、
回
答
が
分
散
し
、

目
標
値
を
下
回
っ
た
。

※
回
答
項
目
に
「普
通
」を
追
加

し
た
た
め
、
住
み
よ
い
と
感
じ
る

人
の
割
合
が
減
少
し
た
。
（普
通

と
回
答
し
た
割
合
33
.6
％
）

ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
項
目
を
再
検

討
す
る
。

継
続

「住
み
に
く
い
」「
や
や
住
み
に
く

い
」と
回
答
し
た
割
合
は
依
然
と

し
て
横
ば
い
の
た
め
、
各
種
施

策
を
継
続
し
な
が
ら
発
展
を
目

指
し
て
い
く
。
（2
02
4年
：

18
.9
％
、
20
21
年
：1
8.
4％
）

30

評
価

評
価
の
視
点

（
1）
ま
ち
な
か
居
住
な
ど
の
住
環
境
の
整
備
と
空
家
住
宅
対
策

基
準
値

R
6
実
績
値

R
6目
標
値

45
件

5年
間
累
計

16
1件

5年
間
累
計

15
0件

基
準
値

R
6
実
績
値

R
6目
標
値

0
.4

0.
9

0.
9

基
準
値

R
6
実
績
値

R
6目
標
値

0
.6

0.
1

1.
1

基
準
値

R
6
実
績
値

R
6目
標
値

0
.6

1.
9

1.
9

（
2）
雪
国
の
快
適
な
生
活
環
境
づ
く
り

基
準
値

R
6
実
績
値

R
6目
標
値

91
95

90

基
準
値

R
6
実
績
値

R
6目
標
値

41
7

20
4

4
00

基
準
値

R
6
実
績
値

R
6目
標
値

38
5

38
5

現
状
維
持

重
要
業
績
評
価
指
標

（K
P
I）

今
後
の
改
善
点
等

施
策
評
価
（案
）

① ①

9
⃣

施
策
名

重
要
業
績
評
価
指
標

（K
P
I）

今
後
の
改
善
点
等

施
策
評
価
（案
）

①
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
と
空
家

住
宅
対
策

持
ち
家
住
宅
新
築
件
数

住
宅
助
成
事
業
等
の
活
用
に
よ

り
、
目
標
値
に
達
す
る
こ
と
が
で

き
た
。

物
価
・労
務
の
高
騰
に
よ
り
、
建

設
費
も
上
昇
し
建
設
数
も
減
少

し
て
い
る
。
建
設
を
促
進
す
る
た

め
の
検
討
が
必
要
。

継
続

持
ち
家
住
宅
の
建
設
促
進
の
た

め
、
住
宅
助
成
事
業
を
継
続
的

に
取
り
組
み
た
い
。

②
狭
あ
い
私
道
等
の
整
備

狭
あ
い
私
道
拡
幅
促
進
事
業
に
よ
る
道
路
整
備

（k
m
/累
計
）

１
路
線
（
１
件
）
の
私
道
拡
幅
を

行
い
、
市
道
認
定
を
行
っ
た
。

助
成
制
度
の
市
民
へ
の
周
知
を

行
う
。

継
続

要
望
が
あ
れ
ば
適
宜
検
討
す

る
。

31

道
路
整
備
事
業
助
成
に
よ
る
道
路
整
備

（k
m
/累
計
）

１
路
線
（
１
件
）
の
道
路
整
備
を

実
施
し
た
。

助
成
制
度
の
市
民
へ
の
周
知
を

行
う
。

継
続

要
望
が
あ
れ
ば
適
宜
検
討
す

る
。

31
③

③
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
推
進

無
電
柱
化
路
線
（k
m
/累
計
）

道
道
深
川
雨
竜
線
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
が
完
了
し
た
。

道
道
旭
川
深
川
線
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
を
推
進
す
る
。

継
続

発
展

当
初
計
画
に
な
か
っ
た
道
道
旭

川
深
川
線
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

を
推
進
す
る
。

32
、
38

①

①
個
人
住
宅
の
除
排
雪
サ
ー
ビ
ス

門
口
・
通
路
除
雪
の
相
談
対
応
件
数

（件
/年
）

門
口
・通
路
除
雪
に
対
し
、
目
標

値
を
達
成
で
き
た
。

振
興
公
社
（除
雪
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
）か
ら
市
直
営
と
な
る
た

め
、
事
業
の
長
期
継
続
が
可
能

と
な
る
よ
う
事
務
手
続
き
等
の

見
直
し
の
検
討
を
要
す
る
。

継
続

市
内
の
除
雪
業
者
が
減
少
し
て

い
る
中
で
、
個
人
住
宅
の
除
雪

を
請
負
う
事
業
者
の
確
保
に
も

取
組
み
た
い
。

32
①

家
周
り
等
除
雪
の
相
談
対
応
件
数

（件
/年
）

目
標
値
を
下
回
っ
た
が
、
概
ね

相
談
対
応
が
で
き
て
い
る
。

振
興
公
社
（除
雪
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
）か
ら
市
直
営
と
な
る
た

め
、
事
業
の
長
期
継
続
が
可
能

と
な
る
よ
う
事
務
手
続
き
等
の

見
直
し
の
検
討
を
要
す
る
。

継
続

市
内
の
除
雪
業
者
が
減
少
し
て

い
る
中
で
、
個
人
住
宅
の
除
雪

を
請
負
う
事
業
者
の
確
保
に
も

取
組
み
た
い
。

32
③

②
除
排
雪
作
業
体
制
の
確
保

市
道
の
除
排
雪
路
線
（
km
）

現
状
は
体
制
が
維
持
さ
れ
て
い

る
。

今
後
も
適
切
な
成
果
が
得
ら
れ

る
よ
う
、
万
全
な
除
排
雪
作
業

体
制
の
確
立
を
図
っ
て
い
く
。

継
続

オ
ペ
レ
ー
タ
養
成
や
除
雪
機
械

の
確
保
に
努
め
る
。

33
①

総
合
戦
略

頁
数

総
合
戦
略

頁
数 31

K
P
I目
標
値
の
達
成
状
況

K
P
I目
標
値
の
達
成
状
況

　
※
達
成
状
況
　
：
　
①
実
績
値
が
目
標
値
を
上
回
っ
た
　
　
　
②
実
績
値
が
基
準
値
よ
り
改
善
し
た
　
　
　
③
実
績
値
が
目
標
値
、
基
準
値
を
下
回
っ
た

13



第
2
期
深
川
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
　
令
和
６
年
度
実
績
評
価
一
覧
（
数
値
目
標
・
Ｋ
Ｐ
Ｉ）

評
価

評
価
の
視
点

（
3）
公
共
交
通
の
確
保

基
準
値

R
6
実
績
値

R
6目
標
値

73
0

77
2

1
,1
0
0

（
4）
安
心
を
支
え
る
健
康
・医
療
・介
護
施
策
の
充
実

基
準
値

R
6
実
績
値

R
6目
標
値

37
.6

3
3.
7

60
.0

基
準
値

R
6
実
績
値

R
6目
標
値

小
児
科
0人

小
児
科
1人

小
児
科
2人

産
婦
人
科

0人
産
婦
人
科

0人
産
婦
人
科

1人

基
準
値

R
6
実
績
値

R
6目
標
値

整
形
外
科

0人
整
形
外
科

1人
整
形
外
科

2人
皮
膚
科
0人

皮
膚
科
1
人

皮
膚
科
1人

基
準
値

R
6
実
績
値

R
6目
標
値

22
22

定
員
確
保

基
準
値

R
6
実
績
値

R
6目
標
値

4
.7

6
7.
4

（
5）
未
来
を
担
う
人
づ
く
り

基
準
値

R
6
実
績
値

R
6目
標
値

18
23

20

○
市
民
の
交
通
手
段
の
確
保

高
齢
者
バ
ス
利
用
料
金
助
成
事
業

登
録
者
数
（人
/累
計
）

目
標
値
を
下
回
っ
た
。

登
録
者
数
は
例
年
50
人
前
後

ず
つ
増
え
て
い
る
。

※
料
金
改
定
の
案
内
を
き
っ
か

け
に
バ
ス
の
利
用
を
し
て
い
な

い
者
が
判
明
し
た
結
果
登
録
抹

消
者
が
昨
年
の
3倍
に
増
え
て

い
る
状
況
。

引
き
続
き
本
事
業
の
活
用
推
進

を
勧
め
て
い
く
。
目
標
値
は
「新

規
登
録
者
」に
変
更
す
る
。

継
続

バ
ス
を
利
用
し
て
い
る
者
や
今

後
バ
ス
の
利
用
を
希
望
し
て
い

る
者
に
対
し
て
引
き
続
き
事
業

の
周
知
を
行
う
。

34
②

①
健
康
づ
く
り
の
推
進
と
疾
病
予

防
特
定
健
康
診
査
の
受
診
率
（%
）

特
定
健
康
診
査
の
勧
奨
を
行
っ

た
結
果
、
目
標
値
に
達
す
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
。

市
の
公
式
L
IN
E
を
活
用
し
た
予

約
申
込
を
行
い
、
利
便
性
を
向

上
さ
せ
、
施
策
の
充
実
を
図
っ

て
い
く
。

継
続

健
康
づ
く
り
の
推
進
と
疾
病
予

防
を
行
っ
て
い
く
上
で
、
特
定
健

康
診
査
受
診
し
て
貰
う
こ
と
が

重
要
と
判
断
し
、
事
業
を
継
続
し

て
い
く
。

34
③

②
深
川
市
立
病
院
に
お
け
る
医
師

の
確
保

市
立
病
院
に
勤
務
す
る
小
児
科
お
よ
び
産
婦
人

科
常
勤
医
師
数
（
再
掲
）

市
立
病
院
に
勤
務
す
る
常
勤
医
師
数

旭
川
医
科
大
学
か
ら
整
形
外
科

は
R
4、
皮
膚
科
は
R
6よ
り
常
勤

医
師
の
派
遣
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
た
。

常
勤
医
師
派
遣
が
難
し
い
診
療

科
に
お
い
て
は
出
張
医
に
よ
る

外
来
診
療
を
継
続
す
る
。

継
続

常
勤
医
の
継
続
的
な
診
療
に
よ

り
質
の
高
い
医
療
提
供
と
医
師

派
遣
に
よ
る
多
角
的
な
診
療
体

制
を
整
え
、
病
院
経
営
を
踏
ま

え
た
地
域
医
療
体
制
を
確
保
す

る
。

小
児
科
医
は
R
2に
旭
川
医
科

大
学
小
児
科
医
局
か
ら
常
勤
医

師
派
遣
を
受
け
、
継
続
任
用
で

き
た
。
産
婦
人
科
医
師
は
、
医

師
数
減
少
や
３
次
医
療
圏
の
周

産
期
セ
ン
タ
ー
等
へ
の
集
約
化

も
あ
り
常
勤
医
師
獲
得
が
難
し

い
状
況
。

引
き
続
き
、
道
内
医
育
大
学
等

へ
の
常
勤
医
師
派
遣
に
要
請
を

行
う
。

継
続

北
海
道
地
域
医
療
構
想
に
お
け

る
医
療
体
制
整
備
の
考
え
方
や

市
立
病
院
の
経
営
状
況
等
を
勘

案
し
な
が
ら
よ
り
適
切
な
地
域

医
療
提
供
体
制
を
構
築
す
る
。

28
、
35

35

② ②

③
深
川
市
立
病
院
に
お
け
る
看
護

師
の
確
保

深
川
市
立
高
等
看
護
学
院
の
学
生
数

（1
学
年
定
員
22
人
）（
人
）

受
験
生
は
減
少
傾
向
で
あ
る

が
、
推
薦
枠
の
拡
充
な
ど
を
行

い
定
員
数
の
確
保
に
努
め
た
。

学
校
説
明
会
等
へ
積
極
的
に

参
加
し
学
生
確
保
に
努
め
る
。

継
続

市
立
病
院
に
勤
務
す
る
看
護
職

員
を
安
定
的
に
確
保
し
医
療
提

供
体
制
を
整
え
る
。

35
①

④
介
護
予
防
と
地
域
生
活
支
援
の

推
進

介
護
予
防
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
参
加
率

（%
）

目
標
値
を
下
回
っ
て
い
る
が
、

経
年
で
み
る
と
年
々
増
加
傾
向

に
あ
る
。

今
後
も
サ
ロ
ン
の
立
ち
上
げ
支

援
や
伴
走
・後
方
支
援
を
継
続

し
て
い
く
。

継
続

今
後
も
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ

く
り
や
健
康
維
持
に
つ
な
が
る

よ
う
、
サ
ロ
ン
活
動
を
支
援
し
て

い
く
。

36
②

①
人
材
の
育
成

人
材
育
成
事
業
を
活
用
し
た
研
修
等
の

参
加
者
数
（人
/年
）

研
修
や
交
流
事
業
な
ど
の
参
加

者
を
対
象
に
助
成
を
行
っ
た
結

果
、
目
標
を
達
成
し
た
。

特
に
な
し

継
続

活
力
と
魅
力
に
満
ち
た
ま
ち
づ
く

り
の
推
進
に
資
す
る
重
要
な
取

組
み
と
判
断
し
、
事
業
を
継
続
し

て
い
く
。

37
①

施
策
名

重
要
業
績
評
価
指
標

（K
P
I）

K
P
I目
標
値
の
達
成
状
況

今
後
の
改
善
点
等

施
策
評
価
（案
）

総
合
戦
略

頁
数

　
※
達
成
状
況
　
：
　
①
実
績
値
が
目
標
値
を
上
回
っ
た
　
　
　
②
実
績
値
が
基
準
値
よ
り
改
善
し
た
　
　
　
③
実
績
値
が
目
標
値
、
基
準
値
を
下
回
っ
た

14



第
2
期
深
川
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
　
令
和
６
年
度
実
績
評
価
一
覧
（
数
値
目
標
・
Ｋ
Ｐ
Ｉ）

評
価

評
価
の
視
点

基
準
値

R
6
実
績
値

R
6目
標
値

上
回
る

下
回
る

上
回
る

同
程
度

下
回
る

上
回
る

下
回
る

上
回
る

上
回
る

下
回
る

下
回
る

上
回
る

基
準
値

R
6
実
績
値

R
6目
標
値

34
19

36

（
6）
防
災
な
ど
の
暮
ら
し
の
安
全

基
準
値

R
6
実
績
値

R
6目
標
値

20
.3

3
7.
7

50
.0

基
準
値

R
6
実
績
値

R
6目
標
値

0
.6

1.
9

1.
9

（
7）
広
域
連
携
の
推
進

基
準
値

R
6
実
績
値

R
6目
標
値

23
25

25

②
小
中
学
校
児
童
生
徒
の
学
力
向

上
等
へ
の
取
組
み

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
に
お
け
る

深
川
市
平
均
正
答
率
と

全
国
平
均
正
答
率
の
比
較

国
語
（小
学
校
）

算
数
（小
学
校
）

国
語
（中
学
校
）

数
学
（中
学
校
）

４
教
科
中
１
教
科
が
目
標
を
達

成
し
、
３
教
科
が
未
達
成
と
な
っ

た
。

特
に
な
し

継
続

学
習
意
欲
、
学
習
方
法
、
学
習

環
境
、
生
活
の
諸
側
面
等
に
関

す
る
全
国
的
な
学
力
調
査
の
た

め
。

37
② ②

③
生
涯
学
習
の
充
実

生
涯
学
習
出
前
講
座
の
開
催
回
数

（回
/年
）

開
催
回
数
が
目
標
値
を
下
回
っ

た
。

【前
年
度
比
】

・開
催
回
数
（▲
34
.5
％
）

R
5：
29
回
→
19
回

・参
加
者
数
（▲
27
.4
％
）

R
5：
55
9名
→
40
6名

H
30
に
設
定
し
た
目
標
値
の
た

め
、
コ
ロ
ナ
禍
後
の
現
状
を
踏

ま
え
た
目
標
値
の
見
直
し
や
、

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
等
に
よ
る

ニ
ー
ズ
把
握
が
必
要
。

継
続

平
成
9年
か
ら
実
施
し
て
い
る
学

習
機
会
の
充
実
及
び
意
識
の

高
揚
に
有
効
な
事
業
で
あ
り
、

回
数
増
が
困
難
で
も
メ
ニ
ュ
ー

の
更
新
等
に
よ
り
質
的
な
向
上

を
図
る
な
ど
し
て
継
続
す
る
べ

き
。

○
地
域
防
災
の
推
進

自
主
防
災
組
織
率
（%
）

自
主
防
災
組
織
の
対
象
を
狭
義

の
定
義
で
計
数
し
て
い
た
た
め

目
標
値
を
下
回
っ
た
。

組
織
率
向
上
に
向
け
た
広
報
活

動
を
行
う
。

継
続

自
主
防
災
組
織
率
向
上
に
努

め
る
。

37
③

○
北
空
知
圏
域
を
は
じ
め
と
す
る

広
域
連
携
の
推
進

広
域
連
携
に
よ
る
事
務
事
業
数

（事
業
/累
計
）

広
域
連
携
を
推
進
し
た
結
果
、

目
標
値
に
達
す
る
こ
と
が
で
き

た
。

令
和
10
年
度
か
ら
の
次
期
北
空

知
定
住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン

の
計
画
改
訂
に
向
け
成
果
指

標
（Ｋ
Ｐ
Ｉ）
を
見
定
め
て
い
く
。

継
続

人
口
減
少
下
に
お
い
て
は
、
地

域
の
持
つ
様
々
な
資
源
を
有
効

活
用
す
る
こ
と
が
重
要
と
判
断

し
、
事
業
を
継
続
し
て
い
く
。

39
①

無
電
柱
化
路
線
（再
掲
、
km
/累
計
）

道
道
深
川
雨
竜
線
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
が
完
了
し
た
。

道
道
旭
川
深
川
線
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
を
推
進
す
る
。

継
続

発
展

当
初
計
画
に
な
か
っ
た
道
道
旭

川
深
川
線
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

を
推
進
す
る
。

32
、
38

①

38

施
策
名

重
要
業
績
評
価
指
標

（K
P
I）

K
P
I目
標
値
の
達
成
状
況

今
後
の
改
善
点
等

施
策
評
価
（案
）

総
合
戦
略

頁
数

　
※
達
成
状
況
　
：
　
①
実
績
値
が
目
標
値
を
上
回
っ
た
　
　
　
②
実
績
値
が
基
準
値
よ
り
改
善
し
た
　
　
　
③
実
績
値
が
目
標
値
、
基
準
値
を
下
回
っ
た

15


